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ヘッドライン　 市民として必要な基礎・基本の化学ⅩⅩ　 
児童・生徒・学生の主体的な学びのための工夫

　近畿支部では，小学校から大学院あるいは社会人教育までを視野に入れ，身近な疑問を解
決するようなヘッドラインを，「市民として必要な基礎・基本の化学」の統一テーマの下に
企画してきた。20 回目となる今号では，昨年までのテーマを踏襲しつつ，「人間（人格）形
成と化学」の視点に立って，副題『児童・生徒・学生の主体的な学びのための工夫』を設定
し，様々な教育現場において教員が実践している児童・生徒・学生の主体的な学びを支える
ための多様な思考や工夫について紹介する。さらに，近畿支部ヘッドライン企画として 20
年目にあたるので，近畿支部で実施している「中学高校生徒化学研究発表会（北陸地区）」
と「子と親の楽しいかがく教室（大阪地区）」についても紹介する。
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次号ヘッドライン  実生活や社会の中で利用されている化学反応の例

　東京都立日比谷高等学校の前身である東京府第一中学は 1878 年に創立され，
1929 年に永田町の「星ヶ岡」と呼ばれる地へ校舎を移転しました。表紙の写真は，
創立 100 周年記念像「星陵われらあり」で，高い志をもつ生徒たちが星陵に集い，
理想に向かって力強く手を伸ばす姿を象徴しています。本校は 2028 年に創立 150
周年を迎えます。長い歴史と伝統を受け継ぎながら，理科教育の充実にも力を注
ぎ，SSH 第Ⅰ期から第Ⅲ期を経て，2022 年に第Ⅳ期に指定され，現在 SSH 指定
20 年目を迎えています。

表紙の言葉　東京都立日比谷高等学校
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